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全国シルバーからの重篤事故報告（７月分）・・・・・ 

★ ７２歳男性。３名で生垣の剪定作業中、２ｍ離れたスタンドバックの上にうつ伏せ状態で

倒れていた会員を発見する。（死亡） 

★ ７２歳男性。３名の会員で、ビニールハウスの組立て作業中、トラクター後部のバケットに

貯水タンクを積み、その上にコンパネを敷いて作業を行なっていたところ、バランスを崩し

て約２ｍの高さより頭部から落下し死亡する。 

★ ７８歳男性。会員２名で杉苗の除草作業中、昼前に一人が飲み物を買いに行き、昼食を

済ませ現場に戻り作業を進めていたところ、会員が倒れていたのを発見する。（死亡） 

★ ８２歳男性。単独で緑地の潅水を清掃作業中、付随する池に誤って転落、自力で脱出で

きづ溺死する。 

綾瀬シルバーでも、事故が続いている・・・・・ 

１． ６８歳男性。刈払機で除草作業中、近くに止めてあった公用車の運転席側窓ガラスを、飛

び石と思われるもので破損させる。（物損事故） 

２． ７７歳女性。ポスティング作業で、ポスト投函後に階段を降りようとした時、降り出した雨で

足元が滑り転倒、右ひじを裂傷する。数日後病院を受診したところ５針縫合することにな

った。更に数日後、脇腹に痛みが出てきたため、病院で診てもらったところ肋骨２本が骨

折していた。（傷害事故） 

【安全・適正就業委員会からお願い】 

全国シルバーでは、複数人で作業を行なってはいるけれども、お互い自分の作業をしていて

気が付かなかったようで、結果的には、事故発生時一人になってしまっているということです。

剪定職場だけでなく、草刈り（機械・手作業）、家事援助を含めたすべての場所が、これに該

当するのではないでしょうか。 

綾瀬の事故・・・・・ 

飛び石対策として、ネットを立てましょう・・・車の窓は開けるなり、シートを掛けるなりしましょ

う・・・近くにはおかないようにしましょう・・・近くでの作業はやめましょう・・・などなど今まで注

意を行ってきたところです。『公用車だからいいや』という考えがあるのではないでしょうか。自

分が（グループが）借りている時間は自分の車だと思って管理してもらいたいものです。 

又、怪我をした時は程度の『大・小』に限らずその時に報告を入れるようにしてください。 

感じよう 『命の大切さを』 ！！ 


